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33 月定例会月定例会
令和 6 年度予算などを審査する令和 6 年度予算などを審査する

３・６・９・12 月に開催される定例会のうち、

3 月定例会の内容をお届けします。

3 月定例会は、主に新年度予算の事業計画

や方針などについて審査しました。

３３月定例会の流れ月定例会の流れ
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議案の上程
町長による議案の提案説明　３/６  ㊌

議案質疑　３/１３ ㊌
提案された議案に対し、議員が質疑を行い
付託委員会を決定（関連2～3・５～６ページ）

民生産業委員会　３/１４ ㊍
付託された議案を審査

総務文教委員会　３/  １５  ㊎
付託された議案を審査

一般質問　３/１１  ㊊　   （  休  会　３/１２  ㊋   ）
議員が町政全般にわたって質問し、町の
見解を解く（関連記事１0 ～ 1 ６ページ）

委員会審査報告　３/２１  ㊍
各常任委員会での審査結果を委員長が報告
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令和６年度

依存財源

85億9,390万円

3344..33%%

6655..77%%

一般会計歳入予算額
１３０億７,６９０万円

自主財源

44億8,300万円

1.5%

1.4%

11.3%

6.1%

13.9%

4.5%

20.4%

5.4%

12.9%

22.4%

その他

諸収入

繰入金

寄付金

町税

その他

町債

県支出金

国庫支出金

地方交付税

依存財源

自主財源

29億3,000万円

16億8,691万円

7億1,223万円

26億7,210万円

5億9,266万円

18億2,118万円

8億円

14億8,119万円

1億7,888万円

2億175万円

３月定例会では、予算特別委員会を設置し、令和
６年度一般会計予算の審査を行いました。
委員会では、「予算書」や「主要事業の概要」な
どの資料を基に、慎重に審査を行い、採決の結果、
賛成多数で予算を可決しました。
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質疑・討論　３/２１  ㊍
委員長報告に対し、議員が質疑・討論（賛
成・反対）を行う

採決　３/２１  ㊍
議案の可否を決める（関連８～９ページ）

予算特別委員会　３/  １８  ㊊
議長を除く 12 名の議員で来年度の予算を
審査（関連２～４ページ）

・予算額等、数字は四捨五入しているため、必ずしも合計額と
一致しているとは限りません。
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一般会計予算
過去最高額 130 7,690億 万円

前年度比　　億  　　　　        万円の

一般会計歳出予算額
１３０億７,６９０万円

総務費

3388..99%%

民生費

2244..66%%

衛生費

77..44%%

土木費

66..33%%

教育費

99..22%%

公債費

77..22%%

議会費

00..77%%

消防費

22..33%%

商工費

11..77%%

農林水産業費

11..55%%

災害復旧費

00..0011%%

その他

00..11%%

 総務費 50億8,111万円  消防費 3億231万円

 民生費 32億2,084万円  教育費 12億384万円

 衛生費 9億6,937万円  災害復旧費 140万円

 農林水産業費 1億9,614万円  公債費 9億4,762万円

 商工費 2億2,776万円  議会費 9,177万円

 土木費 8億2,353万円  その他 1,121万円

歳入額 歳出額

18億5,432万円 18億5,432万円

3億5,030万円 3億5,030万円

33万円 33万円

5,201万円 5,201万円

713万円 713万円

4億3,938万円 4億3,938万円

収益的収支 3億4,261万円 3億6,028万円

資本的収支 884万円 1億2,715万円

収益的収支 4億3,681万円 4億5,707万円

資本的収支 5億4,612万円 6億7,057万円

企
業
会
計

水道事業会計

下水道事業会計

会　　計　　名

特
別
会
計

国民健康保険事業

後期高齢者医療

住宅新築資金等

かんがい施設維持管理運営費

谷山池パイプライン水利施設維持管理運営費

地方独立行政法人くらて病院貸付等

令和６年度一般会計予算の総額は、歳入歳出
それぞれ１３０億７，６９０万円です。前年度
と比較して、２４億７，６４２万円、率にして
２３．４％の増額となりました。
歳 入 の 増 減 額 で 大 き な も の と し て、 町
税で１８億２，１１８万円（▲３，０８２万
円 ）、 地 方 交 付 税 で ２９億 ３，０００万
円（ ＋ ８，０ ０ ０ 万 円 ）、 国 庫 支 出 金 で
１６億８，６９１万円（＋２億２，５３３万円）、
町債で２６億７，２１０万円（＋１２億５９０万
円）等がありました。
歳出では、総務費でふるさと納税関連、庁
舎等建設費等で５０億８，１１１万円（＋
１５億１，１３９万円）、民生費の後期高齢
者医療事業費等で３２億２，０８４万円（＋

３億５，２６１万円）、商工費で
は直方・鞍手工業用地造成事
業費等で２億２，７７６万円

（＋１億７，８２０万円）、教育
費では公民館大規模改修事業
費等で１２億３８４万円（＋
４億２，９２６万円）等があり
ました。

　　　　２４２４          ７，６４２                      　          ７，６４２                      　          増増
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オンデマンド交通運行事業

予算 ４，８９６万９千円

地域公共交通の利便性を高めるため、
ＡＩ技術を活用し、リアルタイムに予
約することが可能となる交通システム
の導入

デジタル活用支援事業

予算 ３，８５０万９千円

各種手続きにおいて、申請者による書
類の記載等を行わずに手続きを行う

「書かない窓口システム」を導入

地域おこし協力隊関連

予算 ４２４万 9千円

移住定住に結び付く地域おこし支援や
地域協力活動を行いながら、情報を提
供し、地域への定住・定着を図るため

様々な質疑が行われました。ここではその一部を紹介します。様々な質疑が行われました。ここではその一部を紹介します。

予算特別委員会３ ３ 月定例会月定例会

小学校統合整備事業小学校統合整備事業
◆町内の 6 小学校を統合する新しい小学校が、令和 10 年４月開校予定。現在の
剣南小敷地に新校舎と体育館に加え、学校給食共同調理場、放課後児童クラブが
整備される。施設整備には、文部科学省が学校施設に取り組むよう通知している「子
どもたちや教職員にとっての快適で健康的な温熱環境の確保と、脱炭素化を推進
する」ための ZEBReady 相当が取り入れられる。

ＱZEBReady 相当での整備へ見直すZEBReady 相当での整備へ見直す
ことにより、当初の計画と比べ 20ことにより、当初の計画と比べ 20
億円近く増額となる。今の鞍手町の億円近く増額となる。今の鞍手町の
厳しい財政状況を踏まえて、身の丈厳しい財政状況を踏まえて、身の丈
に合った校舎建設というのを見直すに合った校舎建設というのを見直す
必要があるのではないか。必要があるのではないか。

Ａ快適な校舎で、子どもたちが勉強できる環境を整
えるため、今、ZEBReady 相当の校舎にすること
が経費削減につながると考えています。

【ZEB】NetZeroEnergyBuilding（ネット・ゼロ・
エネルギー・ビル ) の略称で、快適な室内環境を
実現しながら、建物で消費する年間の一次エネル
ギーの収支をゼロにすることを目指した建築物の
こと

Ｑ仮設校舎を建てるように変更となっ仮設校舎を建てるように変更となっ
たのはなぜか。実質使うのは２年ぐたのはなぜか。実質使うのは２年ぐ
らいで、解体費用も発生すると思うらいで、解体費用も発生すると思う
が。が。

Ａ当初は、現校舎に居ながら、先に校舎をグラウン
ドに建設し、完成後にグラウンドを整備すること
を想定していました。仮設校舎建設の方が、工期
が短縮され、経費も削減されます。また、住民説
明会の中で、子どもの安全対策及び教育環境の確
保について保護者の方から多く要望もありました
ので、仮設校舎を建設することになりました。



鞍手町附属機関設置条例の一部を改正する条例鞍手町附属機関設置条例の一部を改正する条例
◆鞍手町地域公共交通運賃協議会を設置するほか、統合小学校建設に向けての設
計及び施工の業者選考を行う鞍手町立小学校等建設設計・施工候補者選考委員会
を設置するため一部を改正するもの

Ｑ選考委員の６人の構成に選考委員の６人の構成に
ついて、どのような人をついて、どのような人を
選任しているのか。選任しているのか。 Ａ外部有識者として、建築デザイン専攻の大学教授、

教育学専攻の大学教授、あり方検討委員会からの
代表、学校関係者として校長会及び教頭会の代表
の方、鞍手町の建築専門部門として管財課、それ
ぞれ１名ずつの合計６名となる予定です。
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議 案 質 疑

鞍手町鞍手町特別職特別職の職員での職員で非常勤の非常勤のもののものの報酬及び報酬及び費用弁償に費用弁償に関する関する条例の一部を改正する条例条例の一部を改正する条例
◆消防団員の報酬及び費用弁償について、国が示す基準額との均衡を図るため一
部を改正するもの

Ｑ非常に問題となっている消防団員の非常に問題となっている消防団員の
なり手不足。こういう中で、団長らなり手不足。こういう中で、団長ら
の報酬等を減額することとなっていの報酬等を減額することとなってい
るが。るが。

Ａ消防庁より消防団員の処遇改善を目的として、報
酬等の基準が定められています。内容としては、
基本消防団員団員階級の年額報酬の見直しと、災
害出動に対する出動報酬を新たに設けるというも
のです。消防団員の年額報酬については増額、団
長から班長については減額となりますが、これは
近隣市町等の報酬額と照らし合わせて、事前に消
防団との合意形成を図り調整しています。

鞍手町水道事業給水条例等の一部を改正する条例鞍手町水道事業給水条例等の一部を改正する条例
◆生活衛生等関係行政の機能強化のための関係法律の整備に関する法律が制定さ
れたことに伴い一部を改正するもの

Ｑ水道事業行政を厚労省から国交省等水道事業行政を厚労省から国交省等
へ国が所管替えをした理由は。へ国が所管替えをした理由は。

Ａ以前は、水質が原因となる伝染病に対し、水道を普及させることで感染拡大の防止に努めていた
ため厚労省が所管していました。現在、全国の水道普及率は９８％を超え、伝染病の感染者につ
いても激減していること、また水道の老朽化が近年深刻な問題となり、災害等による多くの漏水
や破損事故等が起こっていることから、インフラ整備の側面を持つところが強くなりますので、
国土交通省へ移管されます。

様々な質疑が行われました。ここではその一部を紹介します。様々な質疑が行われました。ここではその一部を紹介します。

３ ３ 月定例会月定例会

原案
可決

原案
可決

原案
可決



Ｑ ＡＡＩオンデマンド交通で鞍手町独自ＡＩオンデマンド交通で鞍手町独自
のものは。のものは。

他自治体では、１時間前の予約が必要などの条件
がありますが、鞍手町ではリアルタイムで予約が
でき、電子マネーでの決済等も検討しています。

Ｑ Ａこども家庭センター（母子保健の子こども家庭センター（母子保健の子
育て世代包括支援センターと児童福育て世代包括支援センターと児童福
祉のこども家庭総合拠点の両機能を祉のこども家庭総合拠点の両機能を
一体的に運用する施設）で働く方は一体的に運用する施設）で働く方は
どういう方で、何名になるのか。どういう方で、何名になるのか。

体制は、センター長１名、統括支援員１名、児童
福祉担当者として社会福祉士等２名、母子保健担
当として助産師１名、そのほか保健師５名が兼務
として整えていく予定としています。

Ｑ
Ａ

統合小学校関連の継続費の増額分の内容は。統合小学校関連の継続費の増額分の内容は。

調査設計関係費用のうち、
①発注者支援業務に関して約４，７００万円増
②工事費として造成工事費、敷地の周辺や出入口の拡張等に約１億７，０００万円
③解体工事費として、アスベスト除去費用の新規計上分と、解体対象物ごとの単価の見直し分を
含めて、２億８，０００万円を追加
④校舎建築費としては、仮設校舎の建設費や ZEBReady 相当での施設整備費用を新規に計上、ま
た本体工事の一部を減少したことなどにより約８億６，０００万円増
⑤体育館建設費用として、空調設備の導入費用の見直しなどにより、約１億２，０００万円増
⑥給食共同調理場の建築費として約２億３，０００万円、外構工事費として約２億７，０００万円増
⑦関連費用として、ＩＣＴ機器を除く普通備品に関し約１億円増。なお、増額となった金額は物
価上昇分も加味した金額となっており、増額費用の合計額が約２１億３，０００万円
これに対し、プール整備を止めたこと等により約１億８，０００万円が減額となり、差し引き
１９億５，０００万円の増額となっています。

令和６年度鞍手町一般会計予算令和６年度鞍手町一般会計予算
■予算額　1 ３０億７，６９０万円（前年度比２３．４％増額）　 

Ｑデジタル活用支援事業とデジタル活用支援事業と
は。また、手続きの効率は。また、手続きの効率
化が図られるのか。化が図られるのか。 Ａ新庁舎移転を踏まえ窓口での待ち時間の短縮や業

務の効率化を図るため、書かない窓口システムを
導入するものです。また、今回の「書かない窓口」
に関しては、転入されてきた場合、様々な部署で
の手続きが必要となっていましたが、１つの部署
で手続きすることで、情報が全ての部署に連動さ
れるようになるため、効率化は図られると思われ
ます。

原案
可決
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議 案 質 疑３ ３ 月定例会月定例会



【副町長【副町長】とは

地方自治法第 161 条の規定に基づき設置される職で、選任には町議
会の同意が必要となります。職務は、町長を補佐し、町長の命を受
けて政策及び企画をつかさどり、その補助機関たる職員の担任する
事務を監督し、別に定めるところにより、町長の職務を代理します。

（地方自治法第 167 条）

副町長の選任副町長の選任

折尾 敬敏 折尾 敬敏 氏
おりお　 たかとし

【人権擁護委員【人権擁護委員】とは

日常のさまざまな人権問題に対応するため、人権擁護委員法に基づ
いて法務大臣から委嘱された民間のボランティアです。
さまざまな経験を生かし、人権相談を受けたり、町や法務局と協力
して人権の考えを広める活動を行っています。

人権擁護委員の推薦人権擁護委員の推薦

任期　令和６年７月１日から
　　　令和９年６月 30 日までの３年間

梶栗 みどり 梶栗 みどり 氏
かじくり

選挙管理委員及び補充員の任命選挙管理委員及び補充員の任命

古野 明裕 古野 明裕 氏
ふるの　あきひろ

白石 實枝 白石 實枝 氏
しらいし　みえ

長友 浩一 長友 浩一 氏
ながとも  こういち

櫻井 輝代 櫻井 輝代 氏
さくらい  てるよ

西𠩤 邦江 西𠩤 邦江 氏
にしはら  くにえ

狩野　淳 狩野　淳 氏
かりの　 あつし

尾﨑 知子 尾﨑 知子 氏
おざき　ともこ

栗田 知子 栗田 知子 氏
くりた　ともこ

【選挙管理委員及び補充員【選挙管理委員及び補充員】とは

地方自治法第 182 条第 1 項の規定により、選挙権を有する者で、人格が高潔で、政治及び選
挙に関し公正な識見を有するもののうちから、普通地方公共団体の議会においてこれを選挙す
ることとされています。

任期　令和６年４月１日から
　　　令和 10 年３月 31 日までの４年間

人 事 案 件
同意

Go for it !!Go for it !!

７Ι 議会だよりくらて № 146
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選
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管
理
委
員

補
充
員
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３ ３ 月定例会月定例会
議案に対し様々な討論が行われました。議案に対し様々な討論が行われました。

｟議案第２号　鞍手町会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の全部を改正する条例｠

賛成討論（西藤典子）
　今回の条例改正により、町の非正規職員の方に、期末手当に勤勉手当が追加されましたが、
その他については改善されていません。しかし、将来に向けての、最低限の前進は図れたもの
と思いますので賛成したいと思います。

｟議案第１３号　令和６年度鞍手町一般会計予算｠

反対討論（宇田川亮）
　岸田政権の新年度予算は、実質賃金は２１ヵ月連続、年金も実質０．５％のマイナスで、社
会保障費の自然増は１，４００億円抑制し、異次元の少子化対策も子育て負担を国民と子ども
たちに押し付け、物価高騰も無為無策で「暮らし破壊・大企業優先・大軍拡」の予算案です。
基本的に政府の予算案に追随する鞍手町も来年度からは、後期高齢者医療に加え、介護保険料
も引き上げられます。統合小学校建設費においても通常の一般会計予算を超えるものを一般会
計に盛り込み、議会に慎重・集中審議をさせず、ないがしろにしていると思います。高すぎる
国保税の引き下げや、町独自の介護保険料・利用料の減免制度、学校や公共施設のトイレへ
生理用品を置くなど、町民生活と子育て、中小業者を応援する予算に組み替えることを求めて
反対討論とします。

賛成討論（田中二三輝）
　本予算には、低所得者に向けた給付金やＡＩを利用した新たな公共交通の導入や橋梁の改修
及び町道の舗装改修など生活に直結する予算が計上され、また、「こども家庭センター」の新設
等、子育て支援の拡充につながる多くの予算項目が計上されている。更に新庁舎に関しては、
当初予定されていた令和３年の開庁計画が、諸事情により本年１０月末の完成に向け工事が
安全に順調に進んでおり、令和７年１月開庁を目指した移転に関する予算も計上されるなど
重要な事業計画となっている。一方、統合小学校の継続費に関しては、高額な建設費となって
いることから、付帯意見を付している。この付帯意見は法的な拘束力を有していないことは
十分承知しているが、その内容を真摯に受け止め予算執行することを期待し賛成討論とする。

｟議案第１４号　令和６年度鞍手町国民健康保険事業特別会計予算｠

反対討論（宇田川亮）
　昨年１０月から始まったインボイス制度で、中小業者は大変な状況に追い込まれています。
物価高騰が止まらない中、高すぎる国保税を引き下げてほしいという願いは切実です。国は、
国庫負担割合の引き上げや低所得者層に対する保険料負担軽減策の拡充を行うべきです。未就
学児の均等割が５割軽減されるようになりましたが、生まれたばかりの子どもにまで国保税を
かけている状況は変わっていません。子どもの均等割を無くし、国に対し抜本的な追加の公費
投入を求めていくことを申し上げて反対討論とします。

｟議案第１５号　令和６年度鞍手町後期高齢者医療特別会計予算｠

反対討論（宇田川亮）
　令和６年度より、保険料の見直しが行われました。岡崎町長は、広域連合議員ではありませ
んが、高齢者を苦しめる保険料の値上げに対し、何も声を上げず、何でも言いなりの行政を行っ
ています。大幅な保険料の値上げの議案には反対します。



討 論審 議 結 果

案件名案件名 議決議決
結果結果

議案第 2 号 鞍手町会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の全部を改正する条例 ◎

議案第 3 号 鞍手町附属機関設置条例の一部を改正する条例 ◎

議案第 4 号 鞍手町行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律に基づく個人
番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例の一部を改正する条例 〇

議案第 5 号 鞍手町職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例 ◎

議案第 6 号 鞍手町特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例 ◎

議案第 7 号 鞍手町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例の一部を改正する
条例 ◎

議案第 8 号 鞍手町水道事業給水条例等の一部を改正する条例 ◎

議案第 9 号 令和５年度鞍手町一般会計補正予算（第８号） ◎

議案第 10 号 令和５年度鞍手町国民健康保険事業特別会計補正予算（第３号） ◎

議案第 11 号 令和５年度鞍手町後期高齢者医療特別会計補正予算（第３号） ◎

議案第 12 号 令和５年度鞍手町住宅新築資金等特別会計補正予算（第１号） ◎

議案第 13 号 令和６年度鞍手町一般会計予算 〇

議案第 14 号 令和６年度鞍手町国民健康保険事業特別会計予算 〇

議案第 15 号 令和６年度鞍手町後期高齢者医療特別会計予算 〇

議案第 16 号 令和６年度鞍手町住宅新築資金等特別会計予算 〇

議案第 17 号 令和６年度鞍手町かんがい施設維持管理運営費特別会計予算 ◎

議案第 18 号 令和６年度鞍手町谷山池パイプライン水利施設維持管理運営費特別会計予算 ◎

議案第 19 号 令和６年度地方独立行政法人くらて病院貸付金等特別会計予算 ◎

議案第 20 号 令和６年度鞍手町水道事業会計予算 ◎

議案第 21 号 令和６年度鞍手町下水道事業会計予算 ◎

議案第 22 号 公民館大規模改修事業　鞍手町中央公民館内部改修工事請負契約の締結 ◎

議案第 23 号 副町長の選任 ◎

議
案
番
号

議
案
番
号

議
決
結
果

議
決
結
果

合計合計 許
斐
　
英
幸

田
中
二
三
輝

星
　 

正  

彦

宇
田
川
　
亮

野
口
美
恵
子

新
谷
　
留
晴

石
井
　
大
輔

許
斐
潤
一
郎

有
働
　
徳
仁

栗
田
　
美
和

西
藤
　
典
子

篠
原
　
哲
哉

賛
成

反
対

４ 可決 １０ ２ 〇 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇

１３ 可決 ９ ３ 〇 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 ● 〇 ● 〇

１４ 可決 １０ ２ 〇 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇

１５ 可決 １０ ２ 〇 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇

１６ 可決 １０ ２ 〇 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇

〇：賛成　●：反対　欠：欠席〇：賛成　●：反対　欠：欠席賛否が分かれた案件賛否が分かれた案件

※ 議長（的野信之）を除く１２名で表決を行う※ 議長（的野信之）を除く１２名で表決を行う

９Ι 議会だよりくらて № 146

◎：出席者全員賛成で可決　〇：賛成多数で可決　×：賛成少数で否決（不採択）◎：出席者全員賛成で可決　〇：賛成多数で可決　×：賛成少数で否決（不採択）

３ ３ 月定例会月定例会
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誰一人取り残さないようにするために、世界で取り組む１７の共通目標。誰一人取り残さないようにするために、世界で取り組む１７の共通目標。

（鞍手町でも、第５次鞍手町総合計画後期基本計画において『これから

の「持続可能なまちづくり」には持続可能な開発目標である SDGs の視

点を取り入れていくこと』としています。）

Ｓustainable（持続可能な）

Ｄevelopment（開発）

Ｇoals（目標）

ご存
じ

です
か？SDGsSDGs
エス・ディー・ジーズ

知知りたいことりたいこと望望むことむこと

一般質問
３月定例会では、13 名中６名が登壇しました。

発言順発言順 議員名議員名 質問項目質問項目 掲載頁掲載頁

１番 石井　大輔
（いしい　だいすけ）

 ① 水害の対策について ① 水害の対策について
 ② 統合小学校について ② 統合小学校について
 ③ 子育て支援について ③ 子育て支援について

11

２番 田中　二三輝
（たなか　ふみき）

 ① 鞍手町役場機構改革達成度について ① 鞍手町役場機構改革達成度について 12

３番 西藤　典子
（さいとう　のりこ）

 ① 自衛隊への個人情報の提供について ① 自衛隊への個人情報の提供について
 ② 非正規職員の処遇改善について ② 非正規職員の処遇改善について
 ③ 生理という女性特有の負担の緩和策について ③ 生理という女性特有の負担の緩和策について

13

４番 宇田川　亮
（うたがわ　あきら）

 ① 社会福祉協議会の体制について ① 社会福祉協議会の体制について
 ② 自治会加入率低下に対する方策について ② 自治会加入率低下に対する方策について 14

５番 野口　美恵子
（のぐち　みえこ）

 ① 学校給食費無償化について① 学校給食費無償化について
 ② 給食中の窒息死について ② 給食中の窒息死について 15

６番 許斐　潤一郎
（このみ　じゅんいちろう）

 ① 自然災害における人命及び家屋倒壊の対応対策について① 自然災害における人命及び家屋倒壊の対応対策について 16

★令和３年３月よりタブレット端末を使用した議会を行っています。

　町長から提出された議案以外に、行政全般について現町長から提出された議案以外に、行政全般について現
状や方針を問うものです。内容、答弁は質問者自身が要状や方針を問うものです。内容、答弁は質問者自身が要
約し、議会広報編集調査特別委員会が校正したものです。約し、議会広報編集調査特別委員会が校正したものです。
質問の全文は、鞍手町ホームページや議会事務局で会議質問の全文は、鞍手町ホームページや議会事務局で会議
録として閲覧できます。録として閲覧できます。
※尚、会議録の調整により、閲覧が遅れる場合がありま※尚、会議録の調整により、閲覧が遅れる場合がありま
すので、ご了承ください。すので、ご了承ください。



一一 問問質質般般

統合小学校建設、町内業者が入札できる
部分は分離発注できないか

議
員　
統
合
小
学
校
の
計
画
改

　

統
合
小
学
校
の
計
画
改

定
で
、
中
央
体
育
館
横
に
仮
設
校

定
で
、
中
央
体
育
館
横
に
仮
設
校

舎
を
建
て
、
中
央
体
育
館
、
町
民

舎
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て
、
中
央
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育
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、
町
民
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ラ
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を
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際
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安
全
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ラ
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ン
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対
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利
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、
ま
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町
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制
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。
は
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教
育
長　　
一
般
利
用
者
と
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部
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フ
ェ
ン
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の
よ
う
な
完

全
な
区
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は
困
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と
考
え
ま
す
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こ
の
た
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、
教
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員
で
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見
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学
校
支
援
ボ
ラ
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の
活
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討
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用
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事
前
に
小
学
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す
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で
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で
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石
井
大
輔
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だ
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す
け
）
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び
る
、
県
道

４
７
２
号
線
は
大
雨
が
降
る
と
冠

４
７
２
号
線
は
大
雨
が
降
る
と
冠

水
す
る
。
場
所
は
、
本
町
交
差
点

水
す
る
。
場
所
は
、
本
町
交
差
点

か
ら
１
つ
目
の
横
断
歩
道
周
辺

か
ら
１
つ
目
の
横
断
歩
道
周
辺

で
、
５
セ
ン
チ
か
ら

で
、
５
セ
ン
チ
か
ら
1010
セ
ン
チ
程

セ
ン
チ
程

度
水
が
た
ま
り
２
、

度
水
が
た
ま
り
２
、
3
0
3
0
メ
ー
ト

メ
ー
ト

ル
に
わ
た
り
冠
水
し
て
い
た
。
あ

ル
に
わ
た
り
冠
水
し
て
い
た
。
あ

の
周
辺
の
排
水
状
況
は
。
（
写
真
・

の
周
辺
の
排
水
状
況
は
。
（
写
真
・

令
和
５
年
７
月

令
和
５
年
７
月
1010
日
撮
影
）

日
撮
影
）

都
市
整
備
課
長　　
土
砂
の
堆
積

に
よ
り
排
水
機
能
が
著
し
く
阻
害

さ
れ
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
福
岡
県

に
要
望
し
、
浚

し
ゅ
ん
せ
つ

渫
（
土
砂
等
を
取

り
去
る
工
事
）
等
の
施
工
を
し
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

議
員　
新
庁
舎
と
中
央
公
民
館

　

新
庁
舎
と
中
央
公
民
館

の
間
に
で
き
る
、
こ
ど
も
広
場
に

の
間
に
で
き
る
、
こ
ど
も
広
場
に

は
日
除
け
と
な
る
よ
う
屋
根
は
あ

は
日
除
け
と
な
る
よ
う
屋
根
は
あ

る
の
か
。

る
の
か
。

管
財
課
長　　
日
陰
を
生
む
よ

う
な
屋
根
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

議
員　
日
陰
か
ら
安
心
し
て

　

日
陰
か
ら
安
心
し
て

子
ど
も
の
成
長
を
見
守
れ
る
よ

子
ど
も
の
成
長
を
見
守
れ
る
よ

う
に
対
策
を
お
願
い
し
た
い
。

う
に
対
策
を
お
願
い
し
た
い
。

「協議を重ねていきますので、その中での検討に「協議を重ねていきますので、その中での検討に
なると思います。」なると思います。」

　長町
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一一 問問質質般般

機構改革の目的は

議
員　
昨
年
４
月
に
行
わ
れ
た

　

昨
年
４
月
に
行
わ
れ
た

機
構
改
革
に
よ
っ
て
、
新
た
な
課

機
構
改
革
に
よ
っ
て
、
新
た
な
課

が
新
設
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
の
各
課

が
新
設
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
の
各
課

の
係
も
一
部
が
移
動
す
る
な
ど
、

の
係
も
一
部
が
移
動
す
る
な
ど
、

大
き
く
、
課
及
び
係
の
編
成
が
変

大
き
く
、
課
及
び
係
の
編
成
が
変

わ
っ
た
が
、
こ
の
機
構
改
革
の
考

わ
っ
た
が
、
こ
の
機
構
改
革
の
考

え
方
や
目
的
等
に
つ
い
て
再
度
確

え
方
や
目
的
等
に
つ
い
て
再
度
確

認
し
た
い
。

認
し
た
い
。

町
長　　
令
和
５
年
度
か
ら
新
組

織
機
構
と
す
る
こ
と
に
先
立
ち
、

令
和
４
年
12
月
に
、
鞍
手
町
課
室

設
置
条
例
の
全
部
を
改
正
す
る
条

例
を
上
程
し
議
決
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
条
例
の
提
案
理
由
で
も
述

べ
ま
し
た
と
お
り
、
今
回
の
機
構

改
革
は
、
社
会
情
勢
の
変
化
に
よ

り
、
情
勢
需
要
の
増
加
へ
の
対
応

及
び
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
並
び

に
新
庁
舎
移
転
を
踏
ま
え
た
効
率

的
な
組
織
を
構
築
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
行
い
ま
し
た
。

議
員　
機
構
改
革
の
結
果
、
課

　

機
構
改
革
の
結
果
、
課

局
の
事
務
量
バ
ラ
ン
ス
等
の
均
衡

局
の
事
務
量
バ
ラ
ン
ス
等
の
均
衡

化
を
考
え
る
と
、
職
員
の
残
業
時

化
を
考
え
る
と
、
職
員
の
残
業
時

間
等
の
変
化
は
。

間
等
の
変
化
は
。

総
務
課
長　　
機
構
改
革
に
伴
い
、

例
年
よ
り
多
く
の
職
員
が
人
事
異

動
の
対
象
と
な
り
、
新
た
な
業
務

を
担
当
す
る
職
員
が
業
務
を
取
得

す
る
た
め
、
年
度
当
初
は
時
間
外

勤
務
が
増
え
た
傾
向
に
あ
り
ま
す

が
、
月
ご
と
で
見
ま
す
と
繁
忙
期

や
災
害
対
応
の
時
期
を
除
け
ば
、

時
間
外
勤
務
は
減
少
し
て
い
る
傾

向
に
あ
り
ま
す
。

議
員　
国
や
県
の
関
係
で
、
突

　

国
や
県
の
関
係
で
、
突

発
的
に
、
新
た
な
事
業
等
が
発
生

発
的
に
、
新
た
な
事
業
等
が
発
生

し
、
残
業
が
発
生
し
て
し
ま
う
こ

し
、
残
業
が
発
生
し
て
し
ま
う
こ

と
は
十
分
理
解
す
る
が
、
常
に
残

と
は
十
分
理
解
す
る
が
、
常
に
残

業
し
て
い
な
い
と
業
務
が
回
ら
な

業
し
て
い
な
い
と
業
務
が
回
ら
な

い
よ
う
な
係
や
担
当
の
方
が
お
ら

い
よ
う
な
係
や
担
当
の
方
が
お
ら

れ
る
の
か
。

れ
る
の
か
。

総
務
課
長　　
全
体
的
に
調
べ
て

み
ま
す
と
、
若
干
、
そ
れ
ぞ
れ
全

て
の
課
に
お
い
て
、
削
減
さ
れ
て

い
る
状
況
は
見
て
取
れ
て
お
り
ま

す
。

議
員　
あ
る
程
度
の
事
務
量
バ

　

あ
る
程
度
の
事
務
量
バ

ラ
ン
ス
が
取
れ
て
い
る
と
判
断
し

ラ
ン
ス
が
取
れ
て
い
る
と
判
断
し

て
良
い
か
。

て
良
い
か
。

総
務
課
長　　
今
回
の
機
構
改
革

に
つ
き
ま
し
て
は
、
全
課
に
ヒ
ア

リ
ン
グ
を
行
っ
た
結
果
、
事
務

量
バ
ラ
ン
ス
も
行
い
な
が
ら
機
構

改
革
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
の

で
、
今
回
の
時
間
外
の
勤
務
の
部

分
に
つ
い
て
も
、
反
映
さ
れ
て
き

て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

議
員　
課
長
や
係
長
の
意
見
を

　

課
長
や
係
長
の
意
見
を

田
中
二
三
輝
（
た
な
か 

ふ
み
き
）

素
直
に
聞
く
。
自
分
の
考
え
を
固

素
直
に
聞
く
。
自
分
の
考
え
を
固

持
し
な
い
、
押
し
付
け
な
い
、
相

持
し
な
い
、
押
し
付
け
な
い
、
相

手
の
話
を
し
っ
か
り
と
受
け
入
れ

手
の
話
を
し
っ
か
り
と
受
け
入
れ

る
。
そ
の
姿
勢
で
、
意
見
を
受
け

る
。
そ
の
姿
勢
で
、
意
見
を
受
け

入
れ
、
職
員
と
と
も
に
、
適
時
的

入
れ
、
職
員
と
と
も
に
、
適
時
的

確
な
機
構
改
革
を
行
っ
て
い
く
と

確
な
機
構
改
革
を
行
っ
て
い
く
と

い
う
考
え
は
あ
る
の
か
。

い
う
考
え
は
あ
る
の
か
。

町
長　　
新
庁
舎
の
開
庁
も
令
和

7
年
１
月
と
い
う
こ
と
で
も
あ
り

ま
す
の
で
、
適
時
、
課
室
設
置
に

つ
い
て
は
変
更
を
加
え
る
と
い
う

こ
と
は
必
要
で
は
な
い
か
と
い
う

ふ
う
に
考
え
て
お
り
ま
す
。

議
員　
職
員
の
方
が
持
っ
て
い

　

職
員
の
方
が
持
っ
て
い

る
心
の
悩
み
と
か
職
務
に
対
す
る

る
心
の
悩
み
と
か
職
務
に
対
す
る

不
安
や
不
満
の
相
談
は
、
ど
の
よ

不
安
や
不
満
の
相
談
は
、
ど
の
よ

う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。
無
い
の

う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。
無
い
の

で
あ
れ
ば
、
今
後
検
討
さ
れ
る
の

で
あ
れ
ば
、
今
後
検
討
さ
れ
る
の

か
。
か
。

町
長　　
心
の
悩
み
等
に
つ
き
ま

し
て
は
、
今
年
度
の
予
算
に
計
上

し
、
今
後
は
相
談
体
制
も
整
え
て

い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

職
員
に
対
し
て
、
よ
り
良
い
環
境

の
中
で
仕
事
を
し
て
い
た
だ
く
こ

と
が
前
提
で
あ
り
、
色
々
な
悩
み

ご
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
気
軽
に

所
属
部
署
の
上
司
に
、
ご
相
談
い

た
だ
く
と
い
う
こ
と
が
適
切
で
は

な
い
か
な
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

田中二三輝議員田中二三輝議員
FU MIKI　TANAKA  ＃２

「新庁舎移転に向けた効率的な組織の構築」「新庁舎移転に向けた効率的な組織の構築」　長町
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一一 問問質質般般

自衛隊への個人情報の提供、令和６年度
の対応は

議
員　
対
応
方
法
の
具
体
的
内

対
応
方
法
の
具
体
的
内

容
は
。

容
は
。

住
民
環
境
課
長　　
ま
ず
、
外
部

提
供
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
広

く
町
民
に
周
知
さ
れ
る
よ
う
、
適

切
な
措
置
を
講
じ
る
よ
う
定
め
て

お
り
ま
す
。

　

次
に
募
集
対
象
者
等
は
、
募
集

対
象
者
情
報
の
外
部
提
供
を
希
望

し
な
い
旨
を
町
長
に
申
請
す
る
こ

と
が
で
き
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま

す
。
除
外
申
請
の
時
期
は
４
月
１

日
か
ら
５
月
末
日
と
し
て
お
り
ま

す
。

議
員　
「
広
く
住
民
に
周
知
す

　

「
広
く
住
民
に
周
知
す

る
」
具
体
的
方
法
は
。

る
」
具
体
的
方
法
は
。

住
民
環
境
課
長　　
町
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
は
既
に
、
自
衛
官
等
募

集
事
務
に
係
る
対
象
者
情
報
の
提

供
に
つ
い
て
の
周
知
を
始
め
て
お

り
、
町
の
広
報
紙
の
４
月
号
・
５

月
号
で
も
周
知
を
行
う
予
定
で
す
。

議
員　
除
外
申
請
は
重
要
だ
。

　

除
外
申
請
は
重
要
だ
。

個
人
情
報
が
本
人
の
知
ら
な
い
う

個
人
情
報
が
本
人
の
知
ら
な
い
う

ち
に
自
衛
隊
に
提
供
さ
れ
て
い
た

ち
に
自
衛
隊
に
提
供
さ
れ
て
い
た

過
去
３
年
間
の
問
題
も
あ
る
。
除

過
去
３
年
間
の
問
題
も
あ
る
。
除

外
申
請
が
ど
う
い
う
も
の
か
、
そ

外
申
請
が
ど
う
い
う
も
の
か
、
そ

の
意
味
や
内
容
、
申
請
の
方
法
等

の
意
味
や
内
容
、
申
請
の
方
法
等

を
、
対
象
者
が
よ
く
理
解
で
き
る

を
、
対
象
者
が
よ
く
理
解
で
き
る

よ
う
、
十
分
な
期
間
を
取
っ
て
周

よ
う
、
十
分
な
期
間
を
取
っ
て
周

知
を
図
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。
本

知
を
図
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。
本

人
が
親
や
友
人
等
と
も
相
談
す
る

人
が
親
や
友
人
等
と
も
相
談
す
る

な
ど
、
熟
慮
し
て
申
請
で
き
る
条

な
ど
、
熟
慮
し
て
申
請
で
き
る
条

件
づ
く
り
を
お
願
い
し
た
い
。

件
づ
く
り
を
お
願
い
し
た
い
。

議
員　　
鞍
手
町
の
正
規
職
員
と
非

鞍
手
町
の
正
規
職
員
と
非

正
規
職
員
の
構
成
比
の
推
移
は
。

正
規
職
員
の
構
成
比
の
推
移
は
。

総
務
課
長　　
本
町
で
い
い
ま
す

非
正
規
職
員
と
は
、
会
計
年
度
任

用
職
員
と
な
り
ま
す
。
平
成
22

年
度
は
正
規
職
員
１
６
４
名
に
対

し
、
非
正
規
職
員
92
名
で
、
非
正

規
職
員
の
構
成
比
は
３
５
・
９
％
。

令
和
５
年
度
は
正
規
職
員
１
４
２

名
に
対
し
、
非
正
規
職
員
１
0
6

名
で
、
構
成
比
は
４
２
・
７
％
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。
（
平
成
27
年

度
と
令
和
２
年
度
分
は
略
）

議
員　
非
正
規
職
員
の
男
女
比

　

非
正
規
職
員
の
男
女
比

の
推
移
は
。

の
推
移
は
。

総
務
課
長　　
平
成
27
年
度
は
男

性
２
５
・
０
％
、
女
性
７
５
・
０
％

令
和
５
年
度
は
男
性
１
９
・
０
％
、

女
性
８
１
・
０
％
と
な
っ
て
い
ま

す
。
（
令
和
２
年
度
分
略
）

議
員　
令
和
５
年
度
の
正
規
職

　

令
和
５
年
度
の
正
規
職

員
と
非
正
規
職
員
と
の
男
女
別
の

員
と
非
正
規
職
員
と
の
男
女
別
の

西
藤
典
子
（
さ
い
と
う 

の
り
こ
）

賃
金
差
は
。

賃
金
差
は
。

総
務
課
長　　
男
女
別
の
賃
金
差

は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
正
規
職
員

の
月
平
均
賃
金
は
、
令
和
５
年

４
月
１
日
に
お
い
て
２
９
万
６
，

８
０
０
円
、
非
正
規
職
員
の
時

給
職
員
以
外
の
月
平
均
賃
金
は
、

１
８
万
７
，
０
６
８
円
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。

議
員　
会
計
年
度
任
用
職
員
の

　

会
計
年
度
任
用
職
員
の

再
任
用
の
実
態
は
。

再
任
用
の
実
態
は
。

総
務
課
長　　
雇
用
期
間
は
１
年

で
、
年
度
末
に
人
事
評
価
の
面
談

後
に
本
人
の
希
望
に
よ
り
登
録
申

請
を
し
て
い
た
だ
き
、
会
計
年
度

任
用
職
員
の
業
務
が
発
生
し
て
い

れ
ば
雇
用
と
な
る
か
と
思
い
ま
す
。

議
員　
鞍
手
町
に
は
フ
ル
タ
イ

　

鞍
手
町
に
は
フ
ル
タ
イ

ム
の
会
計
年
度
任
用
職
員
の
任
用

ム
の
会
計
年
度
任
用
職
員
の
任
用

は
な
く
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム
職
員
の

は
な
く
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム
職
員
の

大
多
数
が
女
性
で
あ
る
状
況
の
改

大
多
数
が
女
性
で
あ
る
状
況
の
改

善
策
は
。

善
策
は
。

町
長　　
令
和
５
年
度
ま
で
期
末

手
当
の
み
を
支
給
し
て
い
ま
し
た

が
、
令
和
６
年
度
よ
り
期
末
手
当

に
合
わ
せ
て
勤
勉
手
当
の
支
給
を

行
う
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。
支

給
率
に
つ
き
ま
し
て
は
、
正
規
職

員
の
率
を
準
用
い
た
し
ま
す
。

西藤典子議員西藤典子議員
NORIKO　SAITO  ＃１２

「「令和６年２月２２日に対応方法等を定め令和６年２月２２日に対応方法等を定め
ました。」ました。」

　長町

　

非
正
規
職
員
の
処
遇
改
善

　
に
つ
い
て

　
そ
の
他
「
生
理
と
い
う
女
性

そ
の
他
「
生
理
と
い
う
女
性

　
特
有
の
負
担
の
緩
和
策
」
と

　
特
有
の
負
担
の
緩
和
策
」
と

　
し
て
、
学
校
や
公
共
施
設
の

　
し
て
、
学
校
や
公
共
施
設
の

　
ト
イ
レ
へ
の
生
理
用
品
の

　
ト
イ
レ
へ
の
生
理
用
品
の

　
配
置
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し

　
配
置
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し

　
た
。

　
た
。
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一一 問問質質般般

社会福祉協議会の人員体制の充実は

議
員　
社
会
福
祉
協
議
会
の
役

　

社
会
福
祉
協
議
会
の
役

割
と
重
要
性
に
つ
い
て
の
認
識

割
と
重
要
性
に
つ
い
て
の
認
識

は
。
は
。

町
長　　
社
会
福
祉
協
議
会
は
、

制
度
の
は
ざ
ま
や
制
度
の
外
側
に

あ
る
暮
ら
し
の
困
り
事
や
社
会
的

な
福
祉
課
題
に
注
目
し
、
地
域
の

福
祉
課
題
の
解
決
に
取
り
組
ん
で

い
く
担
い
手
と
し
て
、
重
要
な
役

割
を
果
た
し
て
い
る
と
認
識
し
て

い
ま
す
。

議
員　
他
自
治
体
の
人
員
状
況

　

他
自
治
体
の
人
員
状
況

と
比
較
し
て
、
鞍
手
町
の
社
協
は

と
比
較
し
て
、
鞍
手
町
の
社
協
は

充
実
し
て
い
る
の
か
。

充
実
し
て
い
る
の
か
。

福
祉
人
権
課
長　　
直
方
市
13

名
、
宮
若
市
９
名
、
小
竹
町
は
７

名
で
す
。

議
員　
県
内

　

県
内
2929
町
の
う
ち
、
鞍

町
の
う
ち
、
鞍

手
町
は
、
最
低
の
４
人
。
人
口
割

手
町
は
、
最
低
の
４
人
。
人
口
割

で
も
、
職
員
１
人
で
３
，
７
４
７

で
も
、
職
員
１
人
で
３
，
７
４
７

人
と
い
う
状
況
。
ま
た
、
昨
年
度

人
と
い
う
状
況
。
ま
た
、
昨
年
度

末
か
ら
人
数
を
増
や
し
た
町
が

末
か
ら
人
数
を
増
や
し
た
町
が
2929

自
治
体
中

自
治
体
中
1515
自
治
体
あ
る
。
鞍
手

自
治
体
あ
る
。
鞍
手

町
の
社
協
職
員
の
人
数
は
、
充
実

町
の
社
協
職
員
の
人
数
は
、
充
実

し
て
い
る
と
考
え
て
い
る
の
か
。

し
て
い
る
と
考
え
て
い
る
の
か
。

町
長　　
実
際
に
社
協
が
ど
う
い

う
活
動
を
し
て
い
る
か
に
つ
い
て

は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
確
認
し

て
も
出
て
き
ま
せ
ん
。
社
協
の
重

要
性
は
認
識
し
て
い
ま
す
が
、
社

協
と
行
政
が
意
思
疎
通
を
図
り
な

が
ら
連
携
し
、
地
域
福
祉
の
向
上

に
寄
与
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
考

え
て
い
ま
す
。

議
員　　
社
協
の
人
員
体
制
は
、

社
協
の
人
員
体
制
は
、

指
定
管
理
を
受
け
て
い
た
と
き

指
定
管
理
を
受
け
て
い
た
と
き

か
ら
２
名
減
に
な
っ
て
い
る
。

か
ら
２
名
減
に
な
っ
て
い
る
。

令
和
６
年
度
末
で
、
事
務
局
長

令
和
６
年
度
末
で
、
事
務
局
長

が
退
職
す
る
が
、
そ
の
後
の
人

が
退
職
す
る
が
、
そ
の
後
の
人

員
体
制
は
。

員
体
制
は
。

町
長　　
今
後
鞍
手
町
の
地
域
福

祉
を
推
進
し
て
い
く
た
め
に
ど
う

取
り
組
も
う
と
考
え
て
い
る
の

か
、
深
く
協
議
を
重
ね
た
上
で
、

検
討
し
て
い
き
ま
す
。

議
員　
制
度
の
は
ざ
ま
で
困
っ

　

制
度
の
は
ざ
ま
で
困
っ

て
い
る
方
を
支
援
す
る
職
員
が
、

て
い
る
方
を
支
援
す
る
職
員
が
、

今
で
も
ぎ
り
ぎ
り
の
体
制
な
の

今
で
も
ぎ
り
ぎ
り
の
体
制
な
の

に
、
更
に
１
人
減
ら
す
と
い
う
可

に
、
更
に
１
人
減
ら
す
と
い
う
可

能
性
も
あ
る
の
か
。

能
性
も
あ
る
の
か
。

町
長　　
ど
れ
位
の
事
業
に
対
し
、

ど
れ
位
の
人
員
が
必
要
な
の
か
も

含
め
て
協
議
を
重
ね
て
い
き
ま

す
。

議
員　
現
在
の
自
治
会
加
入
率

　

現
在
の
自
治
会
加
入
率

は
。
は
。

宇
田
川
　
亮
（
う
た
が
わ 

あ
き
ら
）

ま
ち
づ
く
り
課
長　　
令
和
６
年

２
月
末
時
点
で
4
4
・
7
1
％
で

す
。

議
員　
デ
ジ
タ
ル
化
推
進
に
よ

　

デ
ジ
タ
ル
化
推
進
に
よ

る
町
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
は
確
か

る
町
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
は
確
か

に
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
が
、
特
に
若

に
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
が
、
特
に
若

い
世
代
で
加
入
率
低
下
が
加
速
し

い
世
代
で
加
入
率
低
下
が
加
速
し

て
い
く
の
で
は
。

て
い
く
の
で
は
。

町
長　　
現
時
点
で
は
判
断
が
難

し
い
と
こ
ろ
で
す
。

議
員　
配
布
物
委
託
化
の
具
体

　

配
布
物
委
託
化
の
具
体

的
検
討
は
。

的
検
討
は
。

町
長　　
各
自
治
会
長
を
対
象
に

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
ま
し

た
が
、
負
担
を
感
じ
て
い
な
い
が

全
体
の
8
4
・
３
％
で
し
た
の
で
、

今
後
慎
重
に
判
断
し
て
い
き
ま

す
。

議
員　
加
入
率
が
低
下
す
れ
ば
、

　

加
入
率
が
低
下
す
れ
ば
、

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
が
失
わ

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
が
失
わ

れ
、
自
主
防
災
組
織
が
災
害
時
に

れ
、
自
主
防
災
組
織
が
災
害
時
に

機
能
し
な
か
っ
た
り
、
防
犯
灯
も

機
能
し
な
か
っ
た
り
、
防
犯
灯
も

維
持
で
き
な
く
な
れ
ば
、
犯
罪
や

維
持
で
き
な
く
な
れ
ば
、
犯
罪
や

事
故
等
も
増
え
て
く
る
こ
と
も
懸

事
故
等
も
増
え
て
く
る
こ
と
も
懸

念
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
弊
害
に
一

念
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
弊
害
に
一

つ
一
つ
対
応
が
求
め
ら
れ
て
く
る

つ
一
つ
対
応
が
求
め
ら
れ
て
く
る

が
。
が
。

町
長　　
地
域
の
人
た
ち
が
自
分

た
ち
の
で
き
る
こ
と
は
何
な
の
か

を
考
え
、
そ
こ
に
行
政
が
ど
う

い
う
手
だ
て
が
で
き
る
か
も
含
め

て
、
一
緒
に
考
え
て
い
き
ま
す
。

宇田川 亮議員宇田川 亮議員
AKIRA　UTAGAWA  ＃4

「「事業に対する人員の必要性も含めて、協議を事業に対する人員の必要性も含めて、協議を
重ねます。」重ねます。」

　長町

　

自
治
会
加
入
率
低
下
に
つ

　
い
て
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一一 問問質質般般

学校給食費無償化について進展は

議
員　
昨
年
６
月
議
会
に
お
い

　

昨
年
６
月
議
会
に
お
い

て
、
学
校
給
食
費
の
無
償
化
に
つ

て
、
学
校
給
食
費
の
無
償
化
に
つ

い
て
の
一
般
質
問
が
あ
り
、
「
検

い
て
の
一
般
質
問
が
あ
り
、
「
検

討
し
て
い
き
た
い
」
と
の
町
長
の

討
し
て
い
き
た
い
」
と
の
町
長
の

答
弁
が
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
の
進

答
弁
が
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
の
進

展
は
。

展
は
。

町
長　　
令
和
６
年
度
に
お
い
て
、

４
月
か
ら
９
月
ま
で
６
回
分
の
給

食
費
の
減
免
を
行
う
６
年
度
予
算

案
を
計
上
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
。

議
員　
現
在
、
近
隣
の
市
町
で

　

現
在
、
近
隣
の
市
町
で

も
徐
々
に
無
償
化
が
広
が
っ
て
き

も
徐
々
に
無
償
化
が
広
が
っ
て
き

て
い
る
。
昨
年
は
小
竹
町
の
み

て
い
る
。
昨
年
は
小
竹
町
の
み

が
完
全
無
償
化
を
実
施
し
て
い
る

が
完
全
無
償
化
を
実
施
し
て
い
る

が
、
新
年
度
４
月
か
ら
は
田
川
市

が
、
新
年
度
４
月
か
ら
は
田
川
市

も
無
償
化
が
決
定
し
て
お
り
、
宮

も
無
償
化
が
決
定
し
て
お
り
、
宮

若
市
も
２
学
期
か
ら
無
償
化
と
な

若
市
も
２
学
期
か
ら
無
償
化
と
な

る
。
新
年
度
後
半
も
給
食
費
の
完

る
。
新
年
度
後
半
も
給
食
費
の
完

全
無
償
化
に
な
れ
ば
、
子
育
て
世

全
無
償
化
に
な
れ
ば
、
子
育
て
世

帯
の
保
護
者
の
方
々
の
経
済
的
負

帯
の
保
護
者
の
方
々
の
経
済
的
負

担
の
軽
減
に
も
つ
な
が
る
。
こ
の

担
の
軽
減
に
も
つ
な
が
る
。
こ
の

よ
う
な
観
点
か
ら
鞍
手
町
で
も
、

よ
う
な
観
点
か
ら
鞍
手
町
で
も
、

半
年
間
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
後

半
年
間
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
後

も
完
全
無
償
化
に
で
き
る
よ
う
に

も
完
全
無
償
化
に
で
き
る
よ
う
に

お
願
い
し
た
い
が
。

お
願
い
し
た
い
が
。

町
長　　
６
年
度
予
算
を
見
て
い

た
だ
け
れ
ば
分
か
り
ま
す
よ
う

に
、
鞍
手
町
に
つ
い
て
は
イ
ン
フ

ラ
の
整
備
に
取
り
か
か
っ
て
い
る

と
こ
ろ
で
も
あ
り
ま
す
。
今
ま
で

過
去
に
な
い
よ
う
な
予
算
規
模
に

も
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
現
状

と
し
て
は
給
食
の
無
償
化
に
取
り

組
む
こ
と
に
つ
い
て
は
難
し
い
と

い
う
ふ
う
に
考
え
て
お
り
ま
す
。

議
員　
２
月
に
み
や
ま
市
の
小

　

２
月
に
み
や
ま
市
の
小

学
校
１
年
生
の
男
の
子
が
、
ウ
ズ

学
校
１
年
生
の
男
の
子
が
、
ウ
ズ

ラ
の
卵
を
の
ど
に
詰
ま
ら
せ
て
窒

ラ
の
卵
を
の
ど
に
詰
ま
ら
せ
て
窒

息
し
た
痛
ま
し
い
事
件
が
あ
り
、

息
し
た
痛
ま
し
い
事
件
が
あ
り
、

筑
豊
地
区
の
学
校
現
場
に
も
波
及

筑
豊
地
区
の
学
校
現
場
に
も
波
及

野
口
美
恵
子
（
の
ぐ
ち 

み
え
こ
）

し
て
い
る
。
筑
豊
５
市
の
給
食
で

し
て
い
る
。
筑
豊
５
市
の
給
食
で

の
対
応
は
、
球
形
の
食
材
の
提
供

の
対
応
は
、
球
形
の
食
材
の
提
供

を
見
合
わ
せ
る
自
治
体
も
あ
る
一

を
見
合
わ
せ
る
自
治
体
も
あ
る
一

方
、
食
育
の
観
点
な
ど
か
ら
続
け

方
、
食
育
の
観
点
な
ど
か
ら
続
け

る
判
断
を
し
た
自
治
体
も
あ
る
。

る
判
断
を
し
た
自
治
体
も
あ
る
。

気
を
付
け
て
噛
ん
で
食
べ
な
け
れ

気
を
付
け
て
噛
ん
で
食
べ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
学
ぶ
の
も
、
食
育

ば
な
ら
な
い
と
学
ぶ
の
も
、
食
育

で
あ
り
、
一
切
そ
れ
ら
の
球
形
の

で
あ
り
、
一
切
そ
れ
ら
の
球
形
の

も
の
を
使
わ
な
け
れ
ば
、
そ
れ
ら

も
の
を
使
わ
な
け
れ
ば
、
そ
れ
ら

を
原
因
と
す
る
事
故
が
起
き
な
い

を
原
因
と
す
る
事
故
が
起
き
な
い

が
、
根
本
的
な
解
決
に
つ
な
が
る

が
、
根
本
的
な
解
決
に
つ
な
が
る

の
か
疑
問
が
残
る
。
鞍
手
町
で
は

の
か
疑
問
が
残
る
。
鞍
手
町
で
は

現
在
ど
の
よ
う
な
対
応
を
し
て
い

現
在
ど
の
よ
う
な
対
応
を
し
て
い

る
の
か
。

る
の
か
。

教
育
長　　
２
月
26
日
の
み
や
ま

市
の
事
故
を
受
け
ま
し
て
、
翌
日

27
日
に
、
県
内
の
給
食
に
関
す
る

事
故
に
つ
い
て
、
注
意
喚
起
を
学

校
へ
、
「
よ
く
か
ん
で
食
べ
ま
し

ょ
う
」
の
チ
ラ
シ
を
児
童
全
員
に

配
布
、
中
学
校
で
は
後
日
ポ
ス
タ

ー
掲
示
。
教
職
員
へ
は
事
故
発
生

時
の
対
応
な
ど
に
つ
い
て
、
給
食

時
間
の
見
守
り
や
声
か
け
の
周
知

徹
底
を
依
頼
い
た
し
ま
し
た
。
ま

た
、
県
体
育
ス
ポ
ー
ツ
健
康
課
給

食
係
よ
り
送
信
さ
れ
た
「
食
に
関

す
る
指
導
の
手
引
」
、
「
食
べ
物
に

よ
る
窒
息
事
故
を
防
ぐ
た
め
に
」
、

「
救
急
蘇
生
法
の
指
針
２
０
２
０
」

も
、
同
日
に
小
中
学
校
へ
送
信
し

て
お
り
ま
す
。

野口美恵子議員野口美恵子議員
MIEKO　NOGUCHI  ＃５

「令和６年度４月から９月までの６回分の給食費「令和６年度４月から９月までの６回分の給食費
の減免を行う予算案を計上しています。」の減免を行う予算案を計上しています。」

　長町

　

給
食
中
の
窒
息
死
に
つ
い

　
て
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一一 問問質質般般

鞍手町における大震災への対応について

対
策
な
ど
の
指
導
、
啓
発
の
取
り

対
策
な
ど
の
指
導
、
啓
発
の
取
り

組
み
は
。

組
み
は
。

管
財
課
長　　
町
で
は
震
災
に
強

い
ま
ち
づ
く
り
の
実
現
に
資
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
、
補
助
制
度

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
町
民
の
皆

さ
ん
に
は
広
報
紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
活
用
し
て
周
知
を
行
っ
て
い

ま
す
。

議
員　
身
体
的
に
様
々
な
障
害

　

身
体
的
に
様
々
な
障
害

を
お
持
ち
の
方
へ
の
救
出
や
捜
索

を
お
持
ち
の
方
へ
の
救
出
や
捜
索

へ
の
対
応
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て

へ
の
対
応
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て

お
ら
れ
る
か
。

お
ら
れ
る
か
。

ま
ち
づ
く
り
課
長　　
鞍
手
町
地

域
防
災
計
画
で
は
地
震
直
後
の
人

命
救
助
活
動
は
、
地
域
住
民
や
自

主
防
災
組
織
が
率
先
し
実
施
す
る

よ
う
に
努
め
る
と
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
２
次
災
害
等
も
考
え
、
消
防

や
医
療
従
事
者
、
自
衛
隊
等
の
到

着
を
待
っ
て
救
出
活
動
に
ご
協
力

い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
各
自
主
防
災
組
織
の
具
体
的

な
支
援
体
制
や
行
動
計
画
に
つ
い

て
本
町
で
は
確
認
で
き
て
い
ま
せ

ん
。

議
員　
震
災
で
子
ど
も
さ
ん
が

　

震
災
で
子
ど
も
さ
ん
が

被
害
に
遭
わ
れ
る
こ
と
も
多
く
、

被
害
に
遭
わ
れ
る
こ
と
も
多
く
、

児
童
、
生
徒
、
教
師
の
安
全
は
担

児
童
、
生
徒
、
教
師
の
安
全
は
担

保
で
き
て
い
る
の
か
。

保
で
き
て
い
る
の
か
。

許
斐
潤
一
郎
（
こ
の
み 

じ
ゅ
ん
い
ち
ろ
う
）

教
育
長　　
平
成
21
年
に
耐
震
診

断
や
平
成
23
年
に
補
強
工
事
を
行

っ
て
い
ま
す
。
教
育
指
導
計
画
で

防
災
計
画
を
立
て
、
非
常
災
害
へ

の
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
、

防
災
教
育
や
消
防
署
員
の
指
導
も

受
け
訓
練
も
行
っ
て
い
ま
す
。

議
員　
県
の
防
災
セ
ン
タ
ー
な

　

県
の
防
災
セ
ン
タ
ー
な

ど
で
揺
れ
の
体
験
な
ど
の
見
学
は

ど
で
揺
れ
の
体
験
な
ど
の
見
学
は

行
わ
れ
て
い
る
の
か
。

行
わ
れ
て
い
る
の
か
。

教
育
長　　
福
岡
の
方
に
行
っ
た

と
き
に
、
体
験
す
る
よ
う
に
し
て

い
ま
す
。
中
学
に
つ
き
ま
し
て
は

救
命
救
急
も
職
員
も
含
め
受
け
て

い
ま
す
。

議
員　
い
つ
来
る
か
分
か
ら
な

　

い
つ
来
る
か
分
か
ら
な

い
、
震
災
で
の
生
命
や
財
産
を
守

い
、
震
災
で
の
生
命
や
財
産
を
守

る
た
め
へ
の
取
り
組
み
と
し
て
官

る
た
め
へ
の
取
り
組
み
と
し
て
官

民
一
体
と
な
り
毎
年
合
同
防
災
訓

民
一
体
と
な
り
毎
年
合
同
防
災
訓

練
を
ぜ
ひ
行
っ
て
ほ
し
い
。

練
を
ぜ
ひ
行
っ
て
ほ
し
い
。

許斐潤一郎議員許斐潤一郎議員
JU NICHIRO　KONOMI  ＃９

「「自主防災組織を中心に福祉部局と自主防災組織を中心に福祉部局と
ともに体制作りを考えています。」ともに体制作りを考えています。」

まちづくり課長
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議
員　
最
近
の
震
災
に
お
い
て

　

最
近
の
震
災
に
お
い
て

家
屋
の
倒
壊
に
よ
る
圧
死
が
問
題

家
屋
の
倒
壊
に
よ
る
圧
死
が
問
題

と
な
っ
て
い
る
が
、
町
内
の
耐
震

と
な
っ
て
い
る
が
、
町
内
の
耐
震

化
率
は
。

化
率
は
。

ま
ち
づ
く
り
課
長　　
建
築
年
で

計
算
し
た
推
計
で
す
が
、
令
和

６
年
２
月
末
で
旧
耐
震
家
屋
が

４
６
・
２
７
％
、
新
耐
震
家
屋
が

５
３
・
７
２
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

議
員　
町
内
で
も
震
度
５
程
度

　

町
内
で
も
震
度
５
程
度

で
家
屋
倒
壊
率
７
８

で
家
屋
倒
壊
率
７
８
・・
０
％
の
地

０
％
の
地

域
も
見
ら
れ
る
が
、
耐
震
ア
ド
バ

域
も
見
ら
れ
る
が
、
耐
震
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
派
遣
制
度
へ
の
町
民
利
用

イ
ザ
ー
派
遣
制
度
へ
の
町
民
利
用

件
数
は
。

件
数
は
。

管
財
課
長　　
制
度
に
つ
い
て
は
、

一
般
財
団
法
人
福
岡
県
建
築
住
宅

セ
ン
タ
ー
が
相
談
窓
口
で
、
登
録

建
築
士
が
目
視
に
て
診
断
を
行
い

ま
す
。
耐
震
改
修
が
必
要
と
認
め

ら
れ
た
の
は
、
令
和
２
年
度
１
件
、

令
和
３
年
度
１
件
、
令
和
５
年
度

１
件
で
す
。

議
員　
診
断
時
の
利
用
料
は
。

　

診
断
時
の
利
用
料
は
。

管
財
課
長　　
木
造
戸
建
住
宅
性

能
向
上
改
修
工
事
の
補
助
申
請
に

係
わ
る
必
要
な
書
類
で
耐
震
化

改
修
工
事
計
画
書
、
概
算
見
積
書

作
成
料
で
個
人
負
担
は
６
千
円
で

す
。

議
員　
家
屋
倒
壊
や
家
具
補
強

　

家
屋
倒
壊
や
家
具
補
強

許斐潤一郎議員許斐潤一郎議員



鞍手町議会臨時会第第１１回回
令和６年

１月２５日

令和５年度鞍手町一般会計補正予算（第 7 号）令和５年度鞍手町一般会計補正予算（第 7 号）
■補正額　６，５４２万３千円 ( 増 )　■補正後予算総額　１１１億６，３５０万３千円
 ◆住民税非課税世帯に対する物価高騰緊急支援給付金給付費　　　　　　　１，８０３万２千円
 ◆住民税均等割のみ課税世帯に対する物価高騰緊急支援給付金給付費　　　３，９８１万３千円
 ◆社会福祉施設等物価高騰対策支援費　　　　　 ２４４万３千円
 ◆学校給食減免措置費　　　　　　　　　　　　 ５１３万５千円

Ｑ住民税非課税世帯に対する物価高騰住民税非課税世帯に対する物価高騰
緊急支援給付金給付費及び住民税均緊急支援給付金給付費及び住民税均
等割のみ課税世帯に対する物価高騰等割のみ課税世帯に対する物価高騰
緊急支援給付金給付費、これらの事緊急支援給付金給付費、これらの事
業完了までのスケジュールは。業完了までのスケジュールは。

Ａ住民税非課税世帯に対する物価高騰緊急支援
給付金給付費については、令和６年１月１９日に
２，３３８世帯の対象者に通知をし、令和６年２月
１４日支給予定です。また、申請期限は令和６年
４月３０日としています。
住民税均等割のみ課税世帯に対する物価高騰緊急
支援給付金給付費については、２月中旬に通知書
を発送し、３月中旬に支給予定となっています。

Ｑ社会福祉施設等物価高騰対策支援費社会福祉施設等物価高騰対策支援費
の対象件数は。の対象件数は。 Ａ１２事業所を予定しています。

案件名案件名 議決議決
結果結果

議案第 1 号　　令和５年度鞍手町一般会計補正予算（第７号） 〇

議
案
番
号

議
案
番
号

議
決
結
果

議
決
結
果

合計合計 許
斐
　
英
幸

田
中
二
三
輝

星
　 

正  

彦

宇
田
川
　
亮

野
口
美
恵
子

新
谷
　
留
晴

石
井
　
大
輔

許
斐
潤
一
郎

有
働
　
徳
仁

栗
田
　
美
和

西
藤
　
典
子

篠
原
　
哲
哉

賛
成

反
対

１ 可決 11 ０ 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

〇：賛成　●：反対　欠：欠席〇：賛成　●：反対　欠：欠席採決結果採決結果

※ 議長（的野信之）を除く１２名で表決を行う※ 議長（的野信之）を除く１２名で表決を行う

審議結果

原案
可決

Ｑ学校給食減免措置費の具体的な内容学校給食減免措置費の具体的な内容
は。は。 Ａ令和６年２月支払分の給食費１か月分を減免する

ものです。

１７Ι 議会だよりくらて № 146
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★☆★☆★☆★☆★☆★　編 集 後 記　★☆★☆★☆★☆★☆★
　新年度を迎え、新天地での新しい生活がスタートする季節となりまし
た。鞍手町におきましても、令和７年１月に開庁予定の新庁舎が今年 10
月末に完成し、小学校統合も決まり令和 10 年４月に開校予定です。ま
た新しいまちづくりに向けて動き始め、地域公共交通の改善や充実化を
図るために、もやいタクシーに代わるＡＩ活用型オンデマンド交通など、
高齢化が進んで行く社会に少しでも町民の皆様がより良い生活環境が整
うよう進めてまいりたいと思います。　　　　　　　　【 新谷留晴 】

発行責任者：的野信之
編集スタッフ
委員長：西藤典子　　　副委員長：野口美恵子
委員：許斐英幸、新谷留晴、許斐潤一郎、石井大輔

１

２ ３ ４ ５
開会日

６ ７ ８

９ 10
一般質問

11
一般質問

12
議案質疑

13
民生産業

14
総務文教

15

16 17
予備日

18
閉会日

19 20 21 22

６６ JuneJune 20242024
13 時開会

次回定例会 (予定 )のお知らせ次回定例会 (予定 )のお知らせ

（進行状況により変更となる場合があります）
Don't miss the next episode!

　令和６年３月１８日（月）、新庁舎建設中の現場事務所において、第６
回鞍手町新庁舎等建設及び関連事項に関する特別委員会が開催されました。
説明員として管財課及び建築事業者を招き、新庁舎等建設の進捗状況につ
いて説明を受け、質疑応答を行った後に新庁舎内部の現地視察を行いまし
た。

　令和６年１月２２日（月）、鞍手町議事堂において、第４回鞍手町新
庁舎等建設及び関連事項に関する特別委員会が開催されました。説明員
として教育課、管財課を招き、新庁舎等建設に関連する中央公民館内部
改修工事の設計概要等について説明を受けました。
　また、令和６年２月２７日（火）には、同議事堂において、第５回鞍
手町新庁舎等建設及び関連事項に関する特別委員会が開催され、説明員
として関連する２課及び音響設備事業者を招き、現在の議事堂を新庁舎
における議事堂のレイアウトに変更し、音響設備についての取扱説明、
デモンストレーションを行いました。それぞれの説明後、関連する質疑
応答を行いました。

【デモンストレーション編】


